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国｀∩保で特万'集

⑤言回⑤⑤言言⑩煥言⑤府脳言や。
波佐見町国民健康保険では
特定健診・特定保健指導を

、４０歳～７４歳の
実施しています。

○特定健診とは

　心筋梗塞・脳卒中・糖尿病・高血圧症などの生活習慣病の発症や重症化を未然に防ぐための健診です。

生活習慣病の前兆となるメタボリックシンドロームに着目し、一人ひとりに合った生活習慣病の改善を

支援します。

○波佐見町国民健康保険の特定健診

　平成26年度の特定健診は下記の集団健診または個別健診で受診することができます。４月に送付いた

します受診券と保険証をご持参ください。

主な検査項目

身体測定 身長、体重、ＢＭＩ、腹囲

　　　　　　　　　　　－-収縮期血圧／拡張期血圧血圧測定

採　　血

血　　糖 空腹時血糖、ＨｂＡｌ ｃ

中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール

ＧＯＴ、ＧＰＴ、ｙ－ＧＴＰ

血中脂質

肝機能

腎機能 尿酸、クレアテニン

検　　尿 尿糖、尿たんぱく、尿潜血

問診・診察 健康状態、喫煙、服薬、既往歴などの確認

Ｅ　平成26年度の集団健診日程

｜　平成26年５月10日(土)～17日(土)

　平成26年９月16日(火)、17日(水)、

20日(土)

平成27年１月28日(水)～30日(金)

○指定医療機関（個別健診）

y
7
’
1
1
‾
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「
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ｉ　　　

＿一一44
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■　㎜　■　　㎜■■㎜　■■

　／

健診機関名 電話番号 健診機関名 電話番号 健診機関名 電話番号

※いちのせ内科循環器科 85－77Tro ※西の原野中医院 85－3054 ※中村内科医院 85－7325

※松尾医院 85－2001 ※はすわ診療所 85－5221 ※波佐見病院 85－7021

こうの内科医院 20－7500 坂[]医院 85－3〔)0{】

　小鳥居内科･脳神経

|

内科クリニック
20－7{〕27ハ並整形外科・リハ

ビリテーション医院
85－5775 中尾野中医院 85－3077

※の医療機関では短期総合検診（人間ドック）も受診できます。

2匹もﾖ広原漑回●
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匡｢保＼万白1万'特ﾉづ゛集"･'゜

　哲矩j ,叙ii尚1=;ぷ万言白図荒戸=羽交回⑤俯晏｣

　　　崖回言塵訃胆幄贈訓回肘≒

07{}歳から74歳の方が支払う医療費の自己負担割合｢ま法律上２割となっていますが、特例措置でこれま

　で１割負担とされていました、平成26年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直

　されることになりました。見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることがないよ

　う、平成26年４月2Eﾖ以降70歳の誕生日を迎える方(昭和19年４月２以降生まれの方)から段階的に

　実施されることになりました。

※一定の所得がある方はこれまでどおリ３割負担です。

百⑤に怨言ず幄と虐V朧訟首払どの且快回酎

　誰誰犀で貳早め鼎置爾奢創影削ﾚま貳

１

こんなとき 届出に必要なもの 届出が遅れると

　　　　　　　‥‥-　　－　一一　　　　　　　　・他の市町村から転入したとき

　　　　　　　　・職場の健康保険をやめたとき
加入するとき　・健康保険の被扶養者でなくな

　　　　　　　　　ったとき

・印鑑

・職場の健康保険をやめ

　た証明書

(離職日がわかるもの)

・保険証が無い期間の医

　療費は全額自己負担と

　なります。

一国保資格の喪失後、圃

　保の保険証で医療を受

　けた場合、圃保が負担

　した医療費を返還して

　いただくことがありま

　す。

脱退するとき

・他の市町村に転出するとき

・職場の健康保険に加入した

　とき

・職場の健康保険の被扶養者

　になったとき

・印鑑

・国保と職場の健康保険

　の両方の保険証

(未交付の場合は加入し

たことを証明するもの)

龍胆亘賄にご皿力普顔願聯します
医療費は年々増えています。日ごろから健康づくりと医療費の節約にご協力お願いします。

Ｏかかりつけ医をもちましょう。

　　日常的な病気や、医療相談などに応じてもらえるかかりつけ医を持つことは大切です。気になる症

　状があれば、まずはかかりつけ医を訪ねるようにしましょう。

Ｏ重荷受診はやめましょう。

　　同じ病気で複数の医療機関にかかると、医療費が増加するばかりでなく検査や薬の重複で体に悪影

　響を与えてしまう心配があります。

Ｏ小児救急電話相談を活用しましょう。

　　休日や夜間の子どもの急な病気で心配なときは電話相談ができます、

　　小児緊急電話相談番号（＃８０００）

Ｏジェネリック医薬品を利用しましょう。

　　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果で価格が安いというメリットがあります、医師や薬剤師

　と相談しながら活用しましょう。

　　　　i　　　　　　＝
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頭註両個前にjぐDJいｺて有だろう？

　　　　謁冷光滝ﾝ犀鍵穴丈1夫？

Ｉカ
|II　“」

!ﾆi

　腎織の病気なんて自分には関係ないと思っていませんか？「ＣＫＤ」なんて聞いたことがない、とい

う方がほとんどだと思います。ＣＫＤは近年新しい国民病として注目されており、推計で日本の成人の

約８人に１人が該当するといわれています。

　　「健診を何年も受けていない」とか『健診で『蛋白尿』が出ていると言われたがそのままにしている」

という方はいませんか？　腎臓からのＳＯＳを見逃しているかもしれません。

∩回に匹ゲ亦

　腎臓はそら豆のような形をした臓器で、両手を腰にあてたあたりに左右に１つずつあり、大きさは握

りこぷしくらいです。主に次のような働きをしています。

○新たな国民病とも言われているＣＫＤとは？

　ＣＫＤとは、故っておくとこれらの腎機能低下につながるさまざまな腎臓の病気の総称です。具体的

には、腎臓のろ過機能が健康な人の60％未満に低下する、または蛋白尿が出るといった腎臓の異常が３

か月以上続く状態をいいます。

　ＣＫＤは、高血圧、糖尿病が原因の大半を占め、肥満・脂質異常症などのいわゆるメタボリックシン

ドロームがＣＫＤ発症に関与することが明らかになっています。

ＯＣＫＤの初期にはほとんど自覚症状がありません

　初期の頃は症状がないまま進行することが多く、貧血やむくみ、体のだるさなどの症状が自覚できる

ようになったときには、病気がかなり進行している可能性があります。

　腎臓は、‐度悪くなってしまうと自然に元に戻ることはありません。しかし、早期に治療を行えば、

進行を抑えたり症状を改善することができます。

　ＣＫＤを放置しておくと、腎臓が機能しなくなる腎不全という状態になります。そして、腎不全にな

ると「透析」や「腎移植」が必要になります。さらに、脳卒中や心筋梗塞を引き起こし、命を落とすこ

とにもなるので注意が必要です。

即ほjﾄ広原測ｇ●
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ﾉ急｢遣肋賊
○フつでもあてはまる人は斐注意

－

‐

／プ≒

□血圧が高い □糖尿病である □たばこを吸う

訟
　　　ロコレステロールが高い

疹　□宗族に腎臓病の人がいる

r?･

･ジ
哨

‘

ロメタボである

□健診で蛋白尿が見つかったことがある

□過去に腎臓病や心臓病にかかったことがある

□高齢である

　）サ不千言でＣＫＤを早期発見¶㎜J　二二二‾ﾆﾆご‾こごごこﾆ‾　　‾こ　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　●
　症状のないＣＫＤを早期に発見する唯一の手段は特定健診を受診し、「血清クレアチニン検査」と「尿

たんぱく」で腎臓の状態をチェックすることです。波佐見町国民健康保険の特定健診では、これらの検

査を実施し、結果通知にeGFR値を記載しています。年に１回は特定健診を受診し、腎臓の状態を確認し

ましょう。

腎臓の状態 eGFR値 ４０～６９歳 70歳以上

言

ダ｀Ｘ　..
∀

㎜　　　　　㎜－　　　－

９０以上

脊

づ

　----MM

]ﾉ

‾む

＼

‾'

奈

r㎜㎜㎜㎜rﾐ　　　　㎜㎜j㎜㎜㎜

(⊃

①

６０～８９

５０～５９

４０～４９

３９以下

　　メ’

_i

eGFF?が正常でも尿蛋白が陽性（十以上）の場合

は、かかりつけ医に相談しましょう。
一 一 一 一 - - － … … － － － － ‥ － － － - － － - - - － 一 一 ‥ … 一 一

奈
(つ

⑤

異常なし　判定の方

年に１回は必ず健診を受けて腎臓の状態を

チェックしましょう。

要経過観察　判定の方

生活習慣の改善を心がけ、健診などで経過

をみていきましょう、

要精密検査　判定の方

かかりつけ医のもとで再検査を受けましょう。

必要に応じ､腎臓専門医に紹介してもらいま

しょう。

※高齢者では加齢による腎機能低下があるため、40～69歳と70歳以上に区分をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎臓が老廃物を排泄する能力を示す数値です。血液検査のク

　　　　　　　‥　　'＝　直　　　レアヂニン値と年齢ヽ性別から腎機能の状況を推算したもので
eGFR『推算糸球体ろ過』!l)値とは　す。9o以上を正常と考えて50であれば50％程度の機能に低下し

　　　　　　　　　　　　　　　　　ていることを意味します、

-=乙.ら　t-2-　-s54　つr盲Ξ---　j.･■　■-〃.』--　－　』●　四　a-●　■づじ匹口巾哨り7この|ご叉itリ{ﾌ'4}､.-こ

　　適度な運動をしましょう　　バランスのよい食事を摂りましょう

　　　１

　　　一一　　七言
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ウォーキング、

　11･ヽ，

　　弓ｋ

ニフl

ストレッチなど
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濠端Ｘ

減塩が重要 飲酒は適量にする

生活を改善しましょう
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禁煙、ストレス解消、

十分な腫脹や休息
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※電話の掛け間違えにご注意ください！
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毘n晏興が決定

　日常生活において支援を必要とする方の見守りや、身近な相談相手として活躍していただく

波佐見町民生委員・児童委員が選出されました。

　担当地区と新委員は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(任期：平成25年12月１日～平成28年11月30日)

担当地区 氏名 電話 担当地区 氏名 電話 担当地区 氏名 電話
　中尾郷

㎜■___._

　三股郷

長崎重信 85-5459 折敷洞窟 中尾　甲
　　　　　　－一一一一

85-3033 川内郷 増田和子 85-3873

塩見洋子 85-461〔} jタ 中村纒三 85-4630 岳辺田部 河内直彦 85-2177

永尾郷 岸川春美 85-5087 /y 松崎康則 85-38i8 甲長野郷 堀田末男 85-6{〕91

小樽郷 溝上恵子 85-8844 宿郷 納冨政彦 85-2336 乙長野郷 前田順子 85-2425

野列||郷 村瀬廣澄 85-5832 　　　4j

七　　＿二こ

　　　4゛

中村都子 85-527'0 協和郷 谷添勝子 85-2698

湯無田郷 平尾シゲ子 85-6223 中尾勝行 85-4620 志折郷 川口市子 85-3991

,夕

　　　　　　　　　－

太田芳徳 85-7160 村木郷 前田ヒロ子 85-6378 平野郷 長調佐登江 85-4838

汐 岩永　勲 85-3635 々 岩永彰子 85-3804 主任児童委員 井村勝久 85-3934

井石郷 瀬川常把 85一5573 皿山郷 加藤重行 85-4697 生傷憧委員 太田ヱツ子 85-4709

　　　一一一一

鬼本郷 前田芳治 85-6778 稗木場郷 一瀬あづさ 85-7653

金屋郷 中山公弘 85-6728 田ノ頭部 坂口美佐子 85-2331 乙日ｎ計 31名
一一　　　　　　　-

　　　　　‥一一一一－
‥ 　 － 一 一 　 　 － 一 一 一 一 一 一 … 一 一 一 一 一 一 一 一

悒佐泥田罰金タクシー『のあ｡なつせ号』の

掴行タクシー貪社がく入れ警わります
　　　ゝ/-‥　26　4　しＵおとう｡、波佐見町乗合タクシー「のんなっせ号」を運行するタクシー会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一が下表のとおリ変更となります。

期　圓
　　　　　東　地　区

(野々川線・中尾濁無田線など)
　　　　南　地　区

(志折平野線、東峠線など)

　【変更前】

平成26年３月31日まで

　【変更後】

平成26年４目１日から

マユミタクシー

　相互タクシー

　登85‾2050‥＿

冷
一
一 句＼タクシー

マユミタクシー

　Ｓ･８５－５８４４

※１便目の予約は原則前日の20時までですが、可能な限り当日出発の１時間前まで受け付けます。

　ただし、各タクシー会社の都合によりお断りする場合があります。

　３月の自治会配布物の中に新しい路線図、時刻表を配布しておりますのでご活用ください。

●問い合わせ先　役場商工振興課商工観光係　昔85－2162

２匹□ぬ駒随j7●



悪運1 か右

学生を応援します －‐‐ 鳶タ盆脚'度 について

　波佐見町及び長崎県育英会では、経済的な理由で高校や大学、各種学校への修学

が困難な学生を後押しするため、奨学金を貸与し支援しています。

亨三笠言m]｢奨学金

　●出国資格
　　･高校生

　・大学生（短大生・専門学校生を含み、大学院生は除く）

　・町内に住所がある方の子弟

　・学資の支弁が困難であると認められる方

　・他の団体から貸付を受けない方

●貸付金額（月額）

　【高校】10,000円　【大学】20,000円

●願書受付期間

　４月１日（火）～５月30日（金）

●償還方法

　卒業後６か月間据え置き，１０年以内償還（無利子）

●問い合わせ先

　波佐見町教育委員会（総合文化会館内）昔85－2034

一一;一一i･　i-””-J、四　rF°1　r‘t-l‘9g ･東雁i弓自　心．嗜i7tf･　・ i’尹．ｆ?･．　　ｒ　：：一一-一一Ｆ;”’Ｊ　”▽’^．…－　　‾”ト　‥　７‾７”‥‥：’・－
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●出願資格

　・畏均県内に住所を有する方の子など

　・経済的理由により修学困難で、かつ人物・学業ともに奨学生としてふさわしい方

●貸付金額（月額）

　【高等学校等】※ただし、通信制を除く
一一一一　　国　公　立

私　立 通学方法
18､000円,10,000円の選択制 30,000円パ0,000円］0,000円の選択制 自宅から
23,000円,10,000円の選択制 35,000円70,000円，10,000円の選択制 自宅外から

　【大学・短期大学・専門学校】

専門学校は「専門士」「高度専門士」の称号が付与される課程一学科に眼る。

　（大学院、通信教育等を除く）

●償還方法

　卒業後らか月間据え置き、賞与額に応じて８年から20年以内で償還（無利子）

●応募締切

　【高等学校等】４月１日（火）～５月

　【大学・短期大学・専門学校】　４月

●問い合わせ先

　長崎県育英会‘ZIS･095－824－7501

●即ぽＪぬ9佐尼
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※県育英会必着

※県育英会必扇



急性誰か占

贈詣い幽への纏持をなくそう
～「一顧歯●待防止法」について～

●障害者虐待防止法が施行されました

　　｢障害者虐待の防止､障害者の養護者に対する支援等に関する法律｣(以下[障害者虐待防止法])

　が平成24年10月１日に施行されました。この法律は、障害者の尊厳を守り､自立や社会参加

　の妨げとならないよう、虐待を禁止するとともに、その予防と早期発見のための取り組みや、

　障害者を現に養護する人(養護者)に対して支援措置を講じることなどを定めたものです。

●虐待の足義

　　この法律では､｢養護者(保護者など)｣｢障害者福祉施設従事者等｣｢使用者(雇い主など)｣に

　よる障害者への虐待の防止を規定しています｡その内容は､身体的･性的･心理的･放置等によ

　る･経済的虐待の５つに分かれます。

　※虐待の自覚は問いません。

　虐待が発生していても､虐待している人､虐待されでいる人に自覚があるとは限りません｡虐

　侍者が[指導･しつけ･教育]の名の下に不適切な行為を続けていることや､被虐侍者が自身の

　障害の特性から自分のされていることが虐待だと気づいていないこともあります｡また､長

　期にわたって虐待を受けた場合などでは､被虐待合が無力感から諦めてしまっていることも

　あります。

●虐待を受けたら届出を､発見したら通報を！

　　障害者虐待防止法では､虐待の発見者は､市町村または都道府県に通報する義務があり､ま

　た､虐待を受けた障害者は届出をすることができます｡障害者虐待対応窓口まで御連絡下さ

　い｡通=報などの秘密は守られます｡(通報や届出をしたことにより､解雇などの不利益な取り

　扱いをされることについては法により禁止されています｡)

●問い合わせ先　役場住民福祉課社会福祉係　S85－2973

ｉｌし.U7『EIりIｸ』コＪ二万置ljiEIJココ

が閥通しました１
　平成26年2月22日(土)に村木郷から宿郷までの延長1.4km(主要地方道佐世保嬉野線)が開

通しました。

Å開通区間図面
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存知です
別障害者手

か７
嶺､障害児循社手当

特別障害者手当 障害児福祉手当

支給対象者
在宅の20歳以上の重度障害者で、

日常生活において常時特別の介護を

必要とする方

在宅の20歳未満の重度障害児で、
日常生活において常時の介護を必要

とする方

支給制限
※いずれか
に該当する
と支給され
ません。

①病院などに継続して３か月を超え

　て入院している方

②施設等に入所している方

③本人または同居の親族の所得が－

　定以上にある方（限度額は、扶養

　親族数等により異なります｡）

①障害を事由とする公的年金（障害
　基礎年金）等を受給されている方
②施設等に入所している方
③本人または同居の親族の所得が一
　定以上にある方（限度額は、扶養
　親族数等により異なります｡）

支給月額
２６,０８０円（H26,3まで）

２６,０００円（H26,4から）

１へ１８０円（H26.3まで）
１４,１４０円（H26.4から）

支給月 ２月・５月・８月・１１月（３か月分を合算し、年４囲支給されます｡）

※申請に必要な書類等は､役場住民福祉課社会福祉係にあります。

　詳細については､下記へお問い合わせください。

●問い合わせ先　長崎県東彼･北松福祉事務所　1111‘22－321 1

　　　　　　　　長崎県福祉保健部障害福祉課　晋095－895－2453

児童扶養手当・㈲剔兜訟鋏勤蓼当
の額が改定されます
児童扶養手当･特別児童扶養手当の額が､４月から下記のとおりとなります。

平成25年10月～ 平成26年４月～

児童扶養手当 ９,７ １ ０～４ １，１４０円 ９，６４０～４ ０，８５０円

特別児童扶養手当（１級）
　　　　　　　　（２級）

５０，０５０：円

３ ３，３３０円

４９，７００円

３３，１００円

●問い合わせ先　役場住民福祉課子育で支援係　･211･85－2333

～ワンコイン（年５００円）で、最高１００万円の見難童～
平威２６年度　市町村交通災害共済へ

家族そろって加入しましよう｜
●加入できる方　波佐見町に住民登録をしている方

　　　　　　　　(就学のため一時的に転出している方も加入

　　　　　　　　できます｡)

●申し込み方法　１月に配布した加入申込書(ハガキ)に１人当

　　　　　　　　たり500円の掛金を添えて役場総務課にご

　　　　　　　　持参ください｡(ﾊｶﾞｷがなくても､申込みできます｡)
　　●申込・問い合わせ先　役場総務課総務班　晋85

－
21 1 1
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今回で巧台目

個遡の掴掴侈=宮詣
　１月27日､アルミ缶のリサイクル活動を実践している

志方京子さん（折敷瀬郷）と中央小学校の児童代表が役

場を訪れ、町へ車椅子を寄贈されました。

　長年の活動により、今では中央小だけでアルミ缶を収

集するのではなく、町内外からアルミ缶が集められてく

るということでした。

　寄贈していたたきました

車椅子は、身体の不自由な

方々のために大切に活用さ

せていただきます。

　ありがとうございました。

第９回漕塾

」
！

▲恵方さん佐から2番目）と中央小児聚

殼昆句題の鄙に飲I痩
　２月１６日、第９回となる酒塾のラベル作成と試飲会

が行われました。過去最多71名の参加音数となった今

回はリピーターも多く、「酒塾仲間」で出来たての新酒

を酌み交わしていました。

　酒塾実行委員会から１

は、来年度の第10回‾

己念に向けて抱負が吾

|

られたり、参加者から‘'

も早々に参加表明が行、

われるなど、来年度へ

の期待が膨らむ賑やか

i

な試飲会となりました。

町壮年駅伝大会

ｉ

▲ラベJﾚ作成中の嘩子

Ｉ・

　１

窟・牡鹿套Ａが初優勝ｊ
　２月23日、38チームが参加した、第39回波佐見町壮

年会駅伝大会が、改善センター周辺をスタート・ゴールと

する７区間9.6kmのコースで開催されました。

　どの選手も懸命の力走を見せた熱戦が繰り広げられ、

宿・壮風会Ａが見事優勝しました。

　【大会結果】

　優　勝　宿・壮風会A　　33分33秒

　準優勝　協和おもてなし　34分32秒

　３　位　稗木場A　　　　34分38秒

【屎優秀選手賞】

　小山　拓史(宿・壮風会Ａ)

Ｊ

。
。
一
・
・
ｙ
／リ

中尾山観音堂改修

拍消や
かに薗る

　２月８日､中尾郷で改修が進められていた観

音堂の完成お披露目会が開催されました。

　建立から約１２０年を経過し､老朽化した観

音堂の改修にあわせ､天井絵120枚も中尾郷

ゆかりの方々により新たに作画されました。

　色鮮やかに蘇った天井絵の数々は圧巻で、

中尾郷北村自治会長は「もうすぐ桜同県

　（4/5～6日）も開催される。観先客にも

見てほしい｡』と話されました。

▲色鮮やかな天井植の数削ま圧巻です！

　　　　　Ｉ　　　　　　’　　　　　　　’こ-:|)
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▲優勝した徊・壮風会Ａチーム

　(下段中央が小山裕史芭ん)
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木造建築シンポジウム

京摺飼扇｢の盗2にと八ﾋ巡錫但

　2月15日、｢木造建築シンポジウム｣がモンネ･ボ

ルトを主会場として開催されました。

親和銀行ふるざと振興基金

灯火□回目抑≒当政治壱溜息
　２月13日、親和銀行本店(佐世保市)で一般財団法人親

和銀行ふるさと振興基金の助成金贈呈式が開催されまし

●

｜

｜

　旧中央小講堂でのミニコン

サートと小屋組見学の後､モ

ンネ･ﾎﾞﾙﾄで基調講演とパ

ネルディスカッションカ肘わ

れ､参加者はパネリストの話

一

た。

　町内からは、「NPO法人波

佐見講堂ファンクラプ」が地

域振興部門で、「波佐陛中学校

野球鼠|が学校教両部門でそ

に真剣に聞き入っていました。
▲シンポジウムの様子

れぞれ助成を受けられました。惜:と昌江沼讐゛゛

」ｙ
ｙ
ｙ
゛
゛
゛

ぞ
祭
殿
文
芸

　
－
－
－
－
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
”
”
匍

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
－

俳
句
募
集

　
広
報
波
佐
見
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
「
広
報
文
芸
」

へ
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

○
掲
能
月
号

　
４
月
号
（
４
月
1
4
目
発
行
）

○
応
募
資
格

　
町
内
在
住
者
（
年
齢
不
間
）

○
募
集
テ
ー
マ

　
当
季
雑
詠
（
題
材
は
自
由
で
、
季
語
が
入
っ
た
も
の
）

　
※
川
柳
は
不
可

○
募
集
期
間

　
３
月
１
７
日
（
月
）
Å
呂
昂
日
（
言

　
８
時
3
0
分
～
ワ
時
１
５
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
は
、
受
付
不
可
）

○
募
集
数

　
先
着
１
０
人
二
人
一
句
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）

○
応
募
方
法

　
企
画
財
政
課
窓
口
で
応
募
用
紙
に
句
を
記
入
、

　
ま
た
は
電
話
受
付
。
（
広
報
担
当
へ
後
日
提
出
）

　
※
郵
送
で
の
応
募
は
、
事
前
に
電
話
で
の
申
し

　
　
込
み
が
必
要
で
す
。

○
そ
の
他

・
「
広
和
文
芸
才
の
掲
載
は
、
年
４
回
で
す
。

・
募
集
は
、
掲
載
の
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
放
課
企
画
係
（
広
報
担
当
）

　
宍
一
8
5
－
８
・
４
０
０

■
Ｉ
■
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町民音楽祭

心に壽ぐ皆搦j）
　２月23日、「第26圓町民音楽祭」が総合文

化会館で開催されました。

　波佐見ベンチャーズのバンド演奏で開会。合

唱やオペラ、合奏など幼稚園児から小・中・高

校圭一大人まで幅広く出演し、時折観客も手拍

子をするなど会場内が一体となり、盛り上がっ

た一日となりました。

▲南小学校（４年生）４年包▲東小字桟（３，

１　　ﾚt　や-　n｡　9。
1へ4 aj‾‾'i，づｌ

〆

▲コール・はさみ▲オペラブラ刎殤埼



表　彰
●
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
【
3
0
年
勤
続
功
労
者
表
彰
】

　
松
尾
　
道
代
さ
ん
（
皿
山
郷
）

　
「
波
佐
見
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
、
3
0
年
間
以
上
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
に
当
た
り
、
特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
つ
い
て
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
ご

●
九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
「
功
労
者
表
彰
」

　
山
川
　
福
恵
さ
ん
（
・
田
ノ
頭
郷
）

　
「
波
佐
見
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
、
2
0
年
間
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

に
当
た
り
、
特
に
バ
レ
Ｆ
ボ
ー
ル
に
つ

い
て
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。
」

●
長
崎
県
ス
ポ
ー
ツ

　
【
教
育
長
奨
励
顕
彰
一

　
福
田
　
勝
也
さ
ん
（
湯
熱
田
郷
）

　
「
軟
式
野
球
中
学
女
子
長
崎
選
抜
の

監
督
と
し
て
、
長
崎
選
抜
を
九
州
大
会

優
勝
に
導
い
た
功
績
と
、
模
範
と
な
る

人
格
、
優
れ
た
指
導
力
・
熱
意
が
認
め

ら
れ
受
賞
ご

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山川福居さん
松尾辺代さん

福田勝也さん

▲｛左から｝

　
２
月
６
日
、
長
崎
県
学
校
保
健
会
に

よ
る
学
校
保
健
永
年
功
労
表
彰
に
お

い
て
、
松
尾
医
院
院
長
松
尾
治
吉
さ
ん

　
（
折
敷
瀬
郷
）
と
坂
口
医
院
院
長
坂
□

耕
三
さ
ん
（
宿
郷
）
が
、
「
学
校
保
健

永
年
功
労
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
中
学
校
の
学
校
医
と

し
て
、
2
0
年
の
長
き
に
わ
た
り
勤
務
さ

れ
て
お
り
、
坂
口
さ
ん
は
、
小
学
校
の

学
校
医
と
し
て
、
2
3
年
の
長
き
に
ね
だ

り
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

C
j
]
y

▲松尾治吉さん▲坂口耕三さん

　
1
2
月
1
0
日
、
（
公
財
）
長
崎
県
体
育
協

会
に
よ
る
体
育
功
労
者
・
団
体
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
太
田
秀
穂
さ
ん

　
（
折
敷
潮
郷
）
が
「
体
育
功
労
者
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
波
佐
見
町
野
球
協
会
会

長
を
1
6
年
間
務
め
る
中
、
東
彼
杵
郡
野

球
協
会
会
長
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
ら

れ
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
リ
野
球
を
中

心
と
し
た
長
崎
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

献
身
的
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
詞
に
あ
た
り
、
太
田
さ
ん

は
「
今
ま
で
の
自
分
の
野
球
人
生
が
、

今
の
自
分
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
も
、
同
じ

謬
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
お
め
で
と
」
っ
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　、Ｘ
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▲太田秀徊さん（折敷瀕郷）

］

寸
寸
貪
プ
言
上
こ
犬
上
ご

　
２
月
７
日
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
に
よ
る

教
育
功
労
者
表
彰
に
お
い
て
、
福
重
久
弥
さ

ん
（
甲
長
野
郷
）
と
岩
永
聖
裁
教
育
長
が
。

　
「
永
年
勤
続
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
梱
重
さ
ん
は
平
成
1
6
年
か
ら
平
成
2
4
年

ま
で
町
教
育
委
員
会
委
員
並
び
に
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
た
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
陶
芸
家

と
し
て
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
体
験
学

習
な
ど
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
岩
永
教
育
長
に
お
い
て
は
、
平
成
1
0
年
か

ら
町
内
小
学
校
校
長
を
務
め
ら
れ
た
の
ち
、

平
成
1
7
年
か
ら
町
教
育
長
と
し
て
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
受
祠
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

j'i㎞，
Å猫ｌ久弥さん▲岩永懇哉教育長

ぬ四と尼＠2a74.∂
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卒
申
に
ご
建
世
！
ふ
た
た
・
び

Ｓ

ッ
ト
ラ
イ
ン
』
の
判
扁
に
つ
い
て
Ｉ

長
崎
川
棚
医
療
セ
ン
タ
ー
　
臨
床
研
究
部
長
中
根
　
竣
成
（
川
棚
町
）

　
２
０
１
０
年
７
月
１
日
か
ら
長

崎
川
棚
医
・
原
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
東

彼
杵
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
特
徴
は
当
院
の
医
師
や
看

護
師
な
ど
脳
卒
中
診
療
に
携
わ
る

ス
タ
ッ
フ
に
直
接
電
話
が
つ
な
が

る
こ
と
で
す
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

は
救
急
隊
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら

電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
脳
卒
中
の
症
状
が
あ
る
、
疑
わ

れ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
電

話
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
「
体
の
半
身
に
力
が
入
ら
な
い
・

し
・
び
れ
る
」
、
『
舌
が
も
つ
れ
る
・
言

葉
が
出
な
い
』
、
「
片
側
が
見
え
な

い
・
物
が
二
重
に
見
え
る
」
、
「
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
頭
痛
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
電
話
し
て
く

た
さ
い
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
突
然

出
現
し
て
く
る
こ
と
が
特
徴
で
、

中
に
は
数
分
か
ら
数
時
間
で
消
失

す
る
場
合
（
二
通
性
虚
血
発
作
Ｔ

－
Ａ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
も
あ
り

ま
す
。
こ
こ
が
要
注
意
で
、
・
症
状
が

よ
く
な
っ
て
も
安
心
せ
ず
に
必
ず

受
診
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ

の
Ｔ
‐
Ａ
も
脳
卒
中
と
し
て
治
療

開
始
す
る
こ
と
が
強
く
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
に
は
「
な
り
や
す
い
要

素
（
＝
危
険
因
子
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　
高
血
圧
、
喫
煙
、
糖
尿
病
、
多
量

の
飲
酒
、
コ
レ
ス
テ
ロ
丁
ル
：
甲
性

脂
肪
が
高
い
、
肥
満
、
家
族
に
脳
卒

中
の
ひ
と
が
い
る
、
心
臓
病
（
特
に

不
整
脈
）

　
以
上
を
有
す
る
方
は
脳
卒
中
に

な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
先
に
挙
げ
た
・
症
状
が
あ
る
か

な
、
と
い
う
と
き
は
要
注
意
で
す
。

急
‐
い
で
対
応
し
ま
し
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
・
で
は
一
般
の
方
で
も

で
き
る
脳
卒
中
チ
ェ
ッ
ク
法
と
し

て
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
も
の
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
英
語
で
Ｆ
Ａ
Ｓ

丁
と
い
う
単
語
は
「
迅
速
な
」
と
い

う
意
味
で
す
。
脳
卒
中
へ
の
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
対
応
の
大
事
さ
が
わ
か

り
ま
す
ね
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

　
①
「
Ｆ
」
は
フ
ェ
イ
ス
（
Ｆ
ａ
ｃ

　
　
ｅ
）
、
顔
の
塵
肺
。
イ
ー
と
や

　
　
っ
た
と
き
に
、
片
側
が
引
き

　
　
つ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い

　
　
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
②
「
Ａ
」
は
ア
ー
ム
（
Ａ
ｒ
ｍ
）
、

ｙ;リｰ:一庸
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腕
の
意
味
。
目
を
つ
ぷ
り
両

　
　
腕
を
上
げ
て
1
0
秒
程
度
。
片

　
　
手
が
落
ち
て
き
た
り
し
な
い

　
　
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
③
「
Ｓ
」
は
ス
ピ
ー
チ
（
Ｓ
ｐ
ｅ

　
　
ｅ
ｃ
ｈ
）
で
す
。
例
え
ば
「
今

　
　
日
は
月
曜
日
で
す
」
と
言
っ

　
　
て
み
て
ち
や
ん
と
言
え
て
い

　
　
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

　
　
す
。

　
④
「
Ｔ
」
は
タ
イ
ム
（
！
－
ｍ
旦
。

　
　
一
刻
も
早
く
病
院
へ
行
く
と

　
　
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
一
つ
で
も
当
て

は
ま
る
こ
と
が
あ
る
と
、
7
0
パ
ー

セ
ン
ト
の
確
率
で
脳
梗
塞
な
ど
脳

卒
中
を
発
症
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
・
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
軽
‐
い
症
状

で
も
心
配
な
と
き
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
お
電
話
下
さ
い
。

　
当
院
の
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は

「
０
９
５
６
－
８
２
Ｆ
６
６
９
９
」

で
す
。

　
脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
脳
卒
中
に
な
っ
た
場
合
は
。
で

き
る
だ
け
早
く
病
院
に
行
っ
て
治

療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

９
＠
一
＠
ｅ
＠
＠
０
＠
ｏ

☆
波
高
生
と
健
康
づ
く
リ
講
習
会
☆

　
２
日
袖
口
（
水
）
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催
で
、
波
佐
見
高
校

３
年
生
（
1
9
名
）
に
健
康
づ
く
リ
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
月
か
ら
就
職
や
進
学
で
１
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
朝
ご
は
ん
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
が
健
康
の
た
め
に
大

　
切
な
こ
と
を
説
明
し
、
健
康
指
標
の
１
つ
と
な
る
適
正
体
重
を
各
・
目

一
篇
出
し
た
り
、
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
調
理
実
習
で
は
、
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
、
魚
の
ホ
イ
ル
焼
き
、
簡
単
サ
ラ

言
ン
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
５
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は

‐
‐
‐
「
こ
れ
か
ら
の
食
事
に
つ
い
て
の
改
善
点
や
工
夫
す
る
事
な
ど
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
」
「
焦
げ
た
り
し
た
料
理
も
あ
り
ま
し

た
が
と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
頑
張
り
が
き
っ
と
昧
に
つ
な
が

っ
た
ん
た
と
思
い
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
あ

り
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
指
導
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い

‐
‐
ま
・
し
た
。

一
　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
。
若
い

‐
　
‐
方
々
へ
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

一
と
思
い
ま
す
。

　健康ﾃﾚﾎﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　　･S｀01 20 － 555 － 203

　　　　　3　月

　　------------‥-
月海外旅行と予防接種

火心臓バイパス手樹

氷新入学に備えて

木尋常性乾癩

　　　　　　　－金統合失調症は治る

傾尿路結掴浦新の治療と予防

　　　　　４　月

　　　　　一一　　　　　　-----
月肺炎球菌ワクチン

　　　　　　　一一一一一一-
　-一一一一
火はね指

-一一一一一一一一　　　　　　一一
水色よう生

木急性喉頭蓋炎

一一　　-一一
金むし副ごなりやすい子､なり4こくい子

j:EI出生前診断について

________

*祝祭日は前日のﾃｰﾌﾟが涜れます。

●2の4､J訟揃陛尼
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国民年金後納制度について

●国民年金後納制度とは

　過去１０年間に納め忘れた保険料を納付することにより､将来の年金額を増やすことができるものです。

　また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。

　なお、後納制度が利用できる期限は平成27年9月30日までとなっています。お早めに申込みください。

●後納保険料の納付冊の「使用期限」にご注意ください

　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成ｉ６年々月以降分の後納保険料の納付がお済みでない方は、

納付書に記肱された使用期限（平成26年３月31日）までに納付をお願いします。

　なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成26年４月以降に納付を希望される場合は、新た

な加算額による納付書を発行しますので「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所に

ご連絡ください。

　【ご注意】

　平成16年３月以前の後納保険料は、10年を超えるため平成26年４月以降は納付できません。

●問い合わせ先

　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）　曹0570 －01 1 －050

　050から始まる電話でおかけになる場合は　　S･03－6731－2015

　【受付時間】　月曜日　　　８：３０～１９：００

　　　　　　　　火～金曜日　8:3.0～1７：１５

　　　　　　　　第２土曜日　９：３０～１６：００

　　　　　　　　※お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

平或26年産

●試験日時

●試験会場

●試験の種類

●申請方法

●受付期間

第１回危険物取扱者試験

６月１５日旧)１０：００～

長崎県立大学、佐世保工業高等学校

甲種・乙程(第１類～第６類)・丙種

書面申請または電子申請

書面申請　４月７日(月)～21日(月)

電子申請　４月４日(金)～18日(金)

●問い合わせ先

　(一財)消防試験研究センター長崎県支部

　･ｎ｀０９５－８２２－５９９９

　ｵ≒ｙレジhttp://www.shoLJbo-shiken.or.jp/

政軸灘隨疏組噺ぐ池塘績湘T廊訓隠隠乳

jJ‾‾_".'_‾_'----'‾‾‾‾‾こ_‾二‾‾‾‾".'‾‾‾‾'‾　"--"-J』___...__.....-.-.---_--_--_-_--_-

サマージャンボ宝くじ基金
　　市町交付金について

　波佐見町では、地域における人口の高齢化や

少子化等に対応するため、波佐見町定住奨励金

交付事業に、サマージャンボ宝くじ基金からの

市町交付金を活用しました。

　この交付金は、公益の増進を目的とし、地域

の課題解決のための調査研究や人材育成事業、

少子・高齢対策や国際交流事業毎に活用するこ

とになっています。

［広告］一一

11生活問題相談センター

｜相続・遺言・民事トラブルなどのご相談

|土地有効活用相談センター

11土地の有効活用や農地転用などのご相談

一;;岡村行政書士法務事務所内命）　行政書士　岡村達馬

波佐見町折敷瀬郷８５８ ８８５－４２８９
Ｌ
Ｉ
一
一
Ｉ

j2匹j.j卜広新治も9●
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町の事業【２月発注分で、事業費130万円以上】

弊きゴ

↓　『

白
岡
亮
平
価

　
　
小
学
館

-

　 一 一
　 - 一 一 一 一
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一 　 　 －

i』･I■IIIIII!|

･ΣI'Jr57り

こどもの朗兜;
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４

‥ － 一 一 一 一

一 一 一

一 一 一

－ 一 一

一 一 一一 一 一

応
に
３
６
［
Ｐ
の

こ
ど
も
の
病
気
相
談
室

一 一 一 一

　 －一 一

　こどもってなせか夜中､休日に貝合が

わるくなりますね｡だから正しい知識と
家庭でのケアが大粟です｡こどもがかか
りやすい疾患･症状に対する保護者の累

1ﾄな疑問に答えながら､医療の本当の話
をわかりやすく解説します、

森
炎
、

百
島
美
幸
著

　
　
講
談
社

び
苔
ぶ
夕
｝
で
り
時
代

一

今月の新着本゛‘

昭
和
に
火
を
つ
け
た
男

青
島
幸
男
と
そ
の
時
代

闘
和
に
火
ｉ
つ
け
た
男

や
な
せ
た
か
し
著

　
　
　
岩
波
徊
店

　「自分には友達がいない」と語った天

才の「友」とはー。伝説的マルチタレン
ト･両島幸男の軌跡を追い、昭和、平成
の時代を生きた私たち自身の道行きを

振り返る。「東京」とともに生きた才能
の全貌を描出する評伝。

波佐見町図書館　開館時間10 : 00～18 : 00　･111･26－ 7091

吉昌世態休館日★（３月・４月）

　毎週月曜日、第３木曜日、祝日

手鏡本読み語り◆

　毎月第２土曜日（10: 30～　総合文化会館）

-

　 ・

や
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町
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－
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－
　
－
－
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ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
遺
書

　　アンパンマンは人の心の一番やわら
　かい片隅から飛ぴ立つ。アンチ・スー
　パーマンを腎んだしなやかな人生を振

　り返るとともに、手塚治虫、永六輔、宮
　域まリ子らとの交汲模梧を掻く。遺稿
　「九十四歳のごあいさつ」も収録。

（直通）
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完済した方だけでなく､現在まだ借金が　i=心･･･.jヽ’

残っている方でも､連続10年晨ﾋの取引が　゛９首ブ゜

ある方には､自己負担金をｾﾞﾛにします。。｡_　－斤5回９¨厦
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災害に強い、

66

1乙ご;｀近所99 をつくろう。

～災害時要援護者支援｢支え合いマップ｣づくり事業～
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社協 だより

匠ヨし
ツＤ

息

ちはどう対応するのか？地域では何を考えていかなければならな

いのか？そんな手探りの状態から、怖城の実情に沿った災害対応

を考える取り祖み「支え合いマップづくり事業」を平成22

年度から推進してきました。

　現在、この取り組みを実施している地区は、中尾郷・皿山郷・

志折郷・村木郷・三股郷の５地区。それぞれが自分たちの暮らす地域の地図を囲み、「災害時、自力

で避難出来ない人はいないか？JF誰が誰を支援するのか？」「日常の中で、危険を感じる箇所がな

いか？」などの話を重ね、オリジナルの“支え合いマッブ’を完成させてきました。

　自分たちの地域をまず「知る」ことが、自分たちを「守る」こと

への第一歩｡今後も『もしも』に備えた話をご近所「司士で重ねてい

けるような取り組みを、地域と一緒になって広げていくことを目

指しています！

－ 一 一

一 一 一

一 一 一一 一 一

一 一 一 参“自治会”だからこそ出来る、防災って？
－ 一

一 一 一

町は、被災経験の風化を防ごうと先進的な

自主防災活動に励んでいる地域で、その取り組みにつ

いて自治会目線で紹介をしていただきました。諸に熱

心に耳を傾けられていた参加者は自分の地域と照らし

合わせながら、「波佐見町や各郷に合ったやり方を模

索していくべき」「まずぱ意識’≒防災への関心を

郷民に持ってもらうことから努力したい」と自治会組

織としての今後の展望について、それぞれに思いを巡

らせる機会となりました。

一一

一 一 　 －

一 一 一

一

　 　 　 一 一 一 一　 　 　 一 一 　 一

一 一 一

Ｗ

Ｑ。
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　町内各郷の自治会長で組織している「波佐見町地域福祉推進協議会jの活動の一環

として、２月４日（火）、『自治会における防災・滅災』をテーマに視察研修を実施し

ました。研修先は、約30年前に大水害の被害を被った経験のある長崎市鳴滝町。鳴海

2匹回心回佐尼φ



波佐見町社会福祉協議会　a85-2240
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　　　ふれあい運動会
ボランティアスタッフ大募集！

　町内の福祉団体などが集う、年に一度の運動

会！当日、一緒に楽しんでくださるボランティ

アさんを募集しています。競技の補助や賞品係

など、どなたでも出来る活動内容となっていま

すので是非お気軽にご参加ください。

●●●

　　　●

　　　●

　　　■

　　　●

　　　●

　　　■

　　　■

手作りのおいしさを地域に１

－食事サービスボランティア講習会－

　各地区で活動されている食事ボランティ

アさんや、毎月の配食に携わっていただい

ている給食サービスボランティアの皆さん

を対象にした講習会を３月４日(火)、農村

環境改善センター･にて開催しました。

　講師としてお招きした

のは、嬉野温泉「ホテル

華翠苑」で料理長を務め

る清水善吾先生。

　日本料理を専門とされ

ている清水先生による調'ｌｙ

理実習は『高齢者にも美味しく食べてもら

える食事J』という講習テーマに加え、なじ

み深い日本の食豺の良さをそのままに生か

ず日本料理から見た、おもてなし料理”

としても参加者の関心を引いていました、

w-゛t‘’

Ｓ

゛゛s゛‾'‾　今後も、各ボ

　ランティアさん

　の手によって地

　域にお届けされil

る“手作り”の

味に期待です！

感謝の広場

皆様のご協力に感謝いたします。

波
佐
見
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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（
切
手
’
書
き
損
じ
は
が
き
・
力
－
ド
等
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昏と　き：４月２０日(日)

　　　　　８：３ ０～１ ５：００

昏ところ：波佐見町体育センター

◆関心のある方は、下記までお問合せください。

　　　　　　　　　　波佐見町社会福祉協議会
(波佐見町長野郷□3-2/･S･85 － 2240)
　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　__　　＿

■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●・・

善意の窓

それぞれのご寄付に対し厚くお礼申し上げます。

日
本
赤
十
字
社
波
佐
見
町
分
区

◆
東
日
本
大
震
災
義
援
金

波
佐
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

●2∂はヨ広原濾佐克

◆
香
典
返
し
に
か
え
て



fづんの一･で浪江宛　刈血のヨ｣

蔀恚トイペン｣3･ ･･べ圓循円
　４月から１２月まで、体験イベント「つんの～で波佐見　陶農の里」が

開催されます。昨年に引き続き開催されるこのイペントでは、第１弾と

して４月～６月まで27のプログラムが体験できます。

　花の季節にぴったりのがーデニング教室､春風を感じながらの路地裏め

ぐり、美味しい料理とプロの技が学べる料理教室など、多彩なプログラ

ムをご用意しています。この機会にぜひ、波佐見の魅力を両発見してみ

ませんか？ご家族はじめ､県内外のご友人やご親戚を誘ってぜひご参加く

ださい。

　詳しくは、自治会配布のパンフレットをご覧ください。
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波佐見高校だよリ

『
個
宛
1
1
了
恥
レ
ー
ス
次
ハ
｛
？
ｅ
ｅ
自
習
｝

　
２
月
ア
日
に
『
校
内
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
冷
た
い
雨
が
降
る
厳

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
町
内
の
周

回
コ
ー
ス
を
元
気
に
走
り
抜
き
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
後
は
、
保
護
者
の
方
々
が
前
日
か
ら
準
備
し

て
く
だ
さ
っ
た
、
具
だ
く
さ
ん
の
豚
汁
と
温
か

い
お
に
ぎ
り
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
、
疲
れ

た
心
と
体
を
掘
し
ま
し
た
。
沿
道
に
立
っ
て
声

援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
町
内
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
２
月
月
日
か
ら
1
4
日
ま
で
の
４
目
間
、
２
年

生
が
『
修
学
旅
行
』
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日

は
、
東
京
都
内
で
路
上
の
雪
を
踏
み
し
め
な
が

ら
、
浅
草
寺
を
見
・
学
し
ま
し
た
。
二
回
目
と
三
日

目
は
長
野
県
の
晋
平
高
原
で
、
ス
キ
ー
を
満
喫
し
ま
し

た
。
ス
キ
ー
が
初
体
験
の
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
よ
く
聞
い
て
、
見
る
間

に
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
中
級
コ
ー
ス
を

勢
い
よ
く
滑
り
降
り
る
生
徒
も
Ｉ
い
て
、
高
校
生
活
の
良

き
思
い
出
づ
く
り
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
２
月
1
9
日
に
『
合
格
体
験
発
表
会
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

進
学
と
就
職
が
決
定
〔
内
定
〕
し
て
い
る
３
年
生
1
2
名
が
、

１
・
２
年
生
に
、
希
望
退
路
を
実
現
す
る
た
め
に
や
る
べ

き
こ
と
、
試
験
内
容
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
「
目
標
を
高
く
持
っ
て
妥
協
し
な
い
」
「
小
論
文
と
面

接
の
練
習
を
数
多
く
や
る
」
「
家
族
と
よ
く
相
談
す
る
」

「
先
生
方
の
指
導
に
疵
直
に
従
う
」
等
、
先
輩
の
貝
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
、
在
根
生
は
１
年
後
、
２
年
後
の
自
分
自

身
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
問
い
て
い

ま
し
た
。

▲校内ロードレース大会▲修学旅行（スキー教室）

　一一　一一
　‾-Ｊ･
畠ﾆﾆ

▲合格体験発表会

{広告}
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　ご来場お待ちしております１
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

人のうごき（2月末）

人　口　15,255人（+10）

　男　　7,211人

　女　　8,014人

世帯数5,C旧4世帯ＧＩ）

　転入　　32人

　転出　　22人

　出生　　　１５人

　死亡　　１５人

　　　　　　（　）は前月比

　※外国人住民含む

３月16日

　　21目

　　23日

　　30日

４月６日

　　13日

　　20日

医
医
賑

川
川
が

山
本
す

ご
結
娼
お
め
で
と
う

「
お
誕
生
」
「
ご
結
婚
≒
お
く
や
み
」

は
、
希
望
者
の
み
掲
腿
し
て
い
ま
す
。

窓

戸
籍

〔
敬
称
略
〕

院(東彼杵)095ト46-0020

院(川棚)

科(波佐見)

ｶﾅｻﾞﾜ内科ｸﾘﾆｯｸ(川棚)

医
医

尾
住

松
山

院(波佐見)

82-2010

20-ｱ575

83-3727

85-2001

院(東彼帽0957-46-1162

にいむら整形外科(川棚)

27日　坂　　□　　医　　院(波佐見)

29日みやた小児科医院(川棚)

　※診療時間‥・9 :00～17 : 00

安濃寥放諮血涙≒認
波佐見町

人儀件数

死　　　歯

偏　　　音

物損事故

飲酒事故

無免許事故

１２（＋

ｏ（土

15（＋

25（－

１
０

ｊ
Ｉ
で
。
；
・
／

４
０
ａ
Ｕ
７
・

　川棚町

14（土O）

O（－　1）

18（十3）
印十ぐＱ

．
）
０
０

３

82-6565

85-3000

82-3735

東彼杵町
4（－7）

　１

　５

２２

０
　
０

(十　1)

(－15)

(十6)

{広告}

善
意
の
窓

お
誕
生
お
め
で
と
う

平成26年１鳥における犯罪発生状況

　　　　　　　波佐見町　東彼杵郡内
１月中発生件数

犯　　凶悪犯

罪　　粗暴犯

jl』　窃盗犯
Ｓ　　知能犯

件　　風俗犯

数　　その他

平成26年発生総数

東彼杵郡内

30（－3）

　1（士O）

38（－　G）

80（十　５）

　１

　０

一 一

１
　
０
　
０
　
０
　
１
　
０
　
０
　
１

３
　
０

１
１

１
　
０
　
０

３

波佐見町内の

　違反・事故

　昨年の同月と比較すると、

人身事故が増えています。

　運転する鱒は､前方を注意

するとともに交差点では確

実に妥全確認をしましよう。

今一゛7;9.J゛ヽ住宅型有料老人ホームjII･●･●ヵヽに』.分

戸

…

…白≒

ご入居要件
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ｇ逗を受けた方

　　　　　ご利用料／月額Eil98,500rl=il

(家賃･食費･管理費･水道光熱費･リネン費含む)
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　　　　　　　　　４月７日図）波佐見町役場
母子手帳交付｛４月2H∃U≡l｝波佐見町役場

乳児健康相頴

［H25年10月生］４月10日（木）総合文化会館

［H25年６月生］４月24日（木）総合文化会館

３歳児健診

[日22年10月祠1月生]

健　康　相　鎖

＝ - ● ・ ９ － － ＝

※図円館休館日しっいては、P15の図､=忖館だよりに掲祓しています。

けんこう
9 :30~m00

9:30~IP00

9:30~10:15到

9:｝10j30翻

４月16日(水)総合文化会館13:CX〕~13:20吏1

４月２日休)波佐見町役場13:(ト15:30
－ Ｊ ａ ＆ ． ａ

【食生活改善推進協議会総会】

　４月19日(土)　　9 :CO～

【認知症高齢者の家族の会】

　４月24日(木)13 : 30～15 : CX)

そうだん

r7・’≡F？

言言◇献血にご協力ください◇
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総合文化会館

総合文化会館

心配ごと相顧(町社会福祉協議会S･85－22410)

　場所：総合文化会館

　３月19日(水)13:30～16:00　0相談員　石橋安幸浦本弘子

　　　22日(土)9 :30～1 1:30　○相談員　野原元義汁瀬信子

　　　26日(水)13:30～16:00　○相談員　石橋安恥長岡重信

　４月９日(水)13:30～16:0()○相談員　石橋安幸浴添岩男

　　　16日(水)13:30～16:0()○相談員　一瀬信子;橋本弘子

　　　23日(水)13:30～16:00○相談員　長岡重信濁酒元籤

　　　26日(土)9 :30～1 1:30 ○相談員　石橋安幸芦瀬信子

　　　30日(水)13:30～16:0()○相談員　長崎重ｔ谷添岩男
＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ・

心配ごと･人権･行政合同相談(総合文化会館)13 : 30～16:0()

　4JΞ12日(水)　○相談員　舒添元義､筒正俊､長貝誠人

夜間納税相願(役場相談室ほか)

　３月25日(火)､４月25日(金)○相談員

,●::。 E､学校だよ

ｔ．〆ｋ､／４／≒／ｓ岬W・がＭ／≒

lljり

81E　&jLSX

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■　　　　　　　　　　－　一一

17 : 15～20:00

税務課及び健削眩課職員

このg;･1』゛i!il･μま、ぞiSyl;rilil刄!のー[SIり;豆jgに121a

i.だソィインクをりリ肛｡で4.弓･1･。
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３
月
の
口
座
振
替
日
は
2
5
日
で
す

ｙ
日　　時

一一　一一　一一一場▽所‾‾‾

4月四日(火)
9 :OD～12 : 00 波佐見陶器まつﾘ駐車場

　(工業組合横駐車場)13 ; 00～16 ; 00

眉 詣
圓

9時～16阿

メイン会場：中尾山交流館
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３月19日(水)
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３月21日(祝)
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３月30日(日)
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４月６日(日)

４月８日(火)
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４月９日(水)
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４月13日(日)
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4929Eﾄ5月5日

ｉ日程変更の場合があります，

波佐見申学校

各　小　学　校

体育センター開会式

鴻ノ巣グラウンド

農民具資料館前

総合文化会館

波佐見中学校

各　小　学　校

はさみ温京湯治楼周辺

やきもの公園ほカ

南小学校

校長　森田　法幸

籾師の発問や指示を受けて、子どもたち

が意欲的に学習に順り組んでいるか、
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ｸﾞﾙｰﾌﾟで授案の成果・麗題一策を討議し

　合う{付剔iを使ったワークショップ}
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４§５日（土）・６日（日）

江　｢皿をさらにギヤラリー展｣(3/15～4/6)、

-■.㎜■
削　　窯元めぐりウォークラリー､窯焚き競争
㎜㎜㎜　■㎜■

　ミュージカル(６日･四季舎)､名物陶箱弁当販売腰予約)

ｿ■問い合わせ先　同郷中尾山交流館　廿85-2273

中 学校卒業式
-■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　小学校卒業式

波佐見ロードレース大会
一 一 一 一 一 一

全日本学童軟式野球大会
･=====

鬼

一一一一一一

木　ま　つ　リ

町消防団入退団式
中学校入学式

-■■■■■■■■■■■■■-■■-■■■■■■■■■■■

小学校入学式

　桜　ま　つ　り

■-■■■■■■■■■■■■■■■■-■-■■■■■■■■

　錆56回波佐見陶器まつり

※２月号において［中学校卒業式］の日程が誤っていまし

　たので、お詫ぴいたします。

　正し　は　3　18　　’j　で　（誤:14日（金））

リ　確かな学力の定着は学校教育の
　　重要命題、そのために匍　　●　　匍

　確かな学力の定眉・向上は｢授業改善｣(＝教員の指導力、授業力)と｢学習支援｣

　(＝授業以外の支援)と｢家庭との連携｣(＝基本的生活習慣と家庭学習の定恙)の３つに

よってなされると言われます。本校でも子ども一人一人の実態(資質や能力、意欲など)

をていねいに把握し、その特性を考眠しながら、一人一人が｢分かった、できた。｣喜び

を実感できる授業づくりに日々努力をしているところです。

　指導力、授業力を伸ばず一つに研究授業の実施があり、全職員が年１回以上行ってい

ます。事前の教材研究(子どもの実態、教材のもつ価値、指導観)を個人やチームで行

い、授業のめあて(つけたい力)や展開をまとめた指導案作成、同僚や関係者参観の申

での授業実践、そして研究協議(授業の反省、意見交換)がセットになったものです。

　特に本校は｢言語活動の充実実践研究協力校｣として[自分の考えや意見を書く活動や、

ベアで・グループで・全体で話したり説明したりする活動]を授業の中に意図的に仕組

む研究・実践も進めています。

　特化した研究授業を行うことで、日々の授業や活動に｢自己の指導反省とエキスの実

践｣が活かされることを期待しています。

　　｢授業で勝負する教師｣であり続けるために、｢学ぶ者しか教える頁格はない｣の構

えを持ち続けることの重要さを日々大事にしています。

ホームページアドレスhttp://www.town..

hasami

.

lg.jp

メールアドレスtowrl-office＠towr･.hasami.lg

jp
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